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｠
本研究では、一光子吸収による原子や分子多重電離過程に注目し、その解明

を試みる。一光子吸収による多重電離の場合、大きく分けると直接多重電離と
内殻励起に起因するオージェ電子放出の２つの場合が考えられる。光吸収１つ
のイベントで複数電子が同時あるいは段階的に放出されるような現象を観測す
るには、放出された多電子の同時計測が有効な方法である。多電子同時計測に
は、電子に対して高捕集効率が必要である。そこで我々は、磁気ボトル飛行時
間型電子エネルギー分析器を用い、多電子同時計測と電子分光を行った｡Eland
らは磁気ボトル飛行時間型電子エネルギー分析器を用いた多電子同時計測をパ
ルス・ランプ光源と組み合わせて、二重電離過程解明への応用例をすでに報告
している[1]。また、この手法は放射光を用いた実験へも応用されており、Xe｠4d
電離に伴う三重電離過程の解明がなされた[2]。｠
ここでは，｠Xe｠4p 光電離に起因する多
重電離に注目し、PFのシングルバンチを
利用し BL-1C で測定を行った。図１に、
Xe｠4p 光電子にコインシデンスした２電
子目・３電子目の運動エネルギー分布を
示す。２電子目の 55eV 付近に見られる構
造は、“N3”N4,5O2,3｠Coster-Kronig 崩壊
に伴う２価イオン生成[3]を示すものと考
えられるが、さらにこの領域で、３電子
目にも構造が見られる。これは３価イオ
ン生成機構を反映している。測定ではさ
らに４価イオン生成についての知見も得
られた。ポスター発表では得られた結果
の詳細を報告する。｠
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図１:2電子/3電子の運動エネルギー分布


